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世界標準型の LNG 輸送船受入桟橋前面の増深工事
広島港廿日市地区泊地（－12 m）浚渫工事

長　澤　太　一

広島港は，中国・四国地方最大の人口を擁する広島都市圏を主要な背後圏とする国際拠点港湾であり，
海上輸送を通じて各種製造業の生産活動及び市民生活を支えている。
広島港廿日市地区は，近年需要が高まっている LNGの一大拠点である。しかし，LNG受入施設の水深

が浅く，世界標準型の LNG輸送船に対応出来ない状況であり，港湾整備が必要となっている。本稿は，
ポンプ浚渫船及びグラブ浚渫船による LNG桟橋の前面と航路・泊地浚渫について報告するものである。
キーワード：‌�広島港，廿日市地区，LNG桟橋，ポンプ浚渫船，散布台船，グラブ浚渫船，覆土，余掘り

土量削減

1．はじめに

近年，様々な製造業のエネルギー源として LNG（液
化天然ガス）の需要が高まっている。広島港最西部に
位置する廿日市地区は，広島港における輸入貨物の約
半分を占める LNG約 80 万 t が取り扱われ，ここから
広島県内の企業活動や市民生活を支えるエネルギーと
して背後 6市 4町へ供給されている。
一方，世界的なLNG輸送船の大型化の進展に対し，
既存の LNG受入施設の水深は 8.5 m と浅く，世界標
準型の LNG輸送船への対応が困難な状況となってお
り，今後の LNG需要の増大に対応し，安定的・効率
的に諸外国から LNGを輸入するための対応が必要と
なっている。
本工事は，広島港廿日市地区において世界標準型の
LNG 輸送船の受入れを可能とするため，ポンプ…
LNG桟橋前面泊地及び航路の浚渫を行い，浚渫土砂
は，廿日市地区貯木場内の水 ･底質環境の改善のため
覆土に利用し，残りの土砂は出島地区公共残土受入用
地に土捨てを行うものである。

2．工事概要

（1）発注者
国土交通省　中国地方整備局

（2）工事名
広島港廿日市地区航路・泊地（－12 m）等浚渫工事

（3）施行者
東亜・大本・みらい特定建設工事共同企業体

（4）工期
自）平成 27年 3月 20日～至）平成 27年 12 月 15日

（5）施工場所
広島県廿日市市木材港南 12 地先，広島県広島市南
区出島地先（図─ 1）

（6）施工数量

3．使用船舶

（1）ポンプ浚渫船「第三亜細亜丸」
本工事では，浚渫時の汚濁を低減するため，ラダー
先端に汚濁防止カバーを設置した。

表─ 2にポンプ浚渫船「第三亜細亜丸」の主要目を，
写真─ 1に全景を示す。

表─ 1　施工数量

浚渫方法 浚渫土量 土捨方法

ポンプ浚渫工 約 850,000 m3
排砂管と散布台船を用いて貯
木場内に覆土

グラブ浚渫工 約 100,000 m3
土運船を用いて貯木場内に直
投により覆土

グラブ浚渫工 約 180,000 m3
土運船で運搬し，出島にて
バージアンローダ揚土

特集＞＞＞　ライフライン，インフラ
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（2）散布台船
本工事では，平台船に操船用の 5 t 電動ウインチを
4台設置した。また，船尾から船首まで排砂管を艤装
し，ポンプ浚渫船「第三亜細亜丸」から送られてくる，
浚渫土砂を含む約 10,000 m3/h の泥水を，海中に直接
投入した。

表─ 3に散布台船の主要目を，写真─ 2に全景を
示す。

（3）グラブ浚渫船「第 16 平成」，「第十五龍正丸」
本工事では，周辺環境に配慮し，掘削部周辺には汚

濁防止枠を設置するとともに，グラブバケットを密閉
構造に改造した「密閉型グラブバケット」を取り付け，
浚渫時の濁り拡散を低減した。

表─ 4，5にグラブ浚渫船「第 16 平成」，「第十五
龍正丸」の主要目を，写真─ 3，4に全景を示す。

（4）バージアンローダ船「第二高砂丸」
本工事では，土運船を出島地区の公共残土受入用地
まで運搬し，予め設置しておいたバージアンローダ船
を用いて所定の場所に揚土した。

表─ 6にバージアンローダ船「第二高砂丸」の主
要目を，写真─ 5に全景を示す。

表─ 2　ポンプ浚渫船「第三亜細亜丸」　主要目

長さ 78.0 m
幅 19.5 m
深さ 5.5 m
吃水 4.1 m
全装備機関出力 10,830 kW
浚渫ポンプ出力 5,880 kW

表─ 3　散布台船　主要目

長さ 20.0 m
幅 8.0 m
深さ 1.5 m
吃水 0.7 m
操船ウインチ 5 t 電動ウインチ× 4台

写真─ 1　ポンプ浚渫船「第三亜細亜丸」全景

写真─ 2　散布台船全景

図─ 1　施工位置図
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4．施工内容

（1）ポンプ浚渫工
本工事は，貯木場内の覆土容量が限られており，投
入量を低減するために，余掘り土量を削減することが
重要な課題であった。
そこで，「第三亜細亜丸」にナローマルチビーム測
深ソナーを利用した掘削断面連続測深システム「ベ
ルーガD」を搭載し，施工中に掘削深度を連続的に管
理することで浚渫精度の向上を図り，余掘り土量を削
減した。
「ベルーガD」は，本船に搭載されたRTK-GPS（2台），
ナローマルチビーム測深ソナー，各種センサーから構
成されており，掘削直後の海底面の深度をリアルタイ
ムで計測し，掘削深度管理の精度を向上させることで，
掘り残しや余掘りの削減を可能にする装置である。

写真─ 6に浚渫区域全景を，写真─ 7に「ベルー
ガD」管理画面を示す。

表─ 4　グラブ浚渫船「第 16平成」　主要目

長さ 56.0 m
幅 23.0 m
深さ 4.2 m
吃水 2.5 m
軟土用バケット 27.0 m3

硬土用バケット 13.0 m3

表─ 5　グラブ浚渫船「第十五龍正丸」　主要目

長さ 60.0 m
幅 24.0 m
深さ 5.0 m
吃水 2.5 m
軟土用バケット 30.0 m3

硬土用バケット 10.0 m3

表─ 6　バージアンローダ船「第二高砂丸」　主要目

長さ 45.0 m
幅 12.0 m
深さ 3.0 m
吃水 1.8 m
主ポンプ機関 2,000 PS
揚土能力 450 m3/h
最大排送能力 2,000 m

写真─ 3　グラブ浚渫船「第 16平成」全景

写真─ 4　グラブ浚渫船「第十五龍正丸」全景

写真─ 5　バージアンローダ船「第二高砂丸」全景

写真─ 6　浚渫区域全景
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（2）グラブ浚渫工
本工事では，グラブ浚渫においても過掘りを防止す
るため，グラブバケットの開口度合いに併せてグラブ
バケットの支持索が適正かつ自動制御で降下するよう
にプログラミングされた「水平掘削制御装置」の装備
や，土厚の少ない箇所を効率よく浚渫するため，法面

対応可能な幅広薄層専用バケット「法面浚渫ワイドグ
ラブバケット」を使用して浚渫を行った。

写真─ 8に浚渫状況を，写真─ 9に「法面浚渫ワ
イドグラブバケット」を，図─ 2に「水平掘削制御
装置」の原理を示す。

（3）散布台船による覆土
本工事では，ポンプ浚渫船から浚渫土砂を含む大量
の泥水を散布台船に直接供給し，水中で覆土を行うた
め，投入箇所周辺への濁りの拡散が懸念された。そこ
で，投入箇所及び港内での濁りの拡散について，事前
にシミュレーション解析を行い，施工方法を検討した。
また，投入箇所内の高さ管理精度を向上させるた
め，D-GPS を用いた測線誘導装置を使用し，適宜，
シングルビーム測量を実施するとともに，進捗を確認
しながらナローマルチビーム測量を実施した。

写真─ 10に散布台船による覆土状況を示す。

（4）土運船及びバージアンローダ船による土捨て
本工事では，貯木場内に運搬する「底開（全開）式
土運船」と，出島地区の公共残土受入用地まで運搬す
る「箱型式土運船」の 2種類を使用した。
貯木場内までの運搬に使用した「底開（全開）式土
運船」は，船底が開閉できる構造となっており，所定
の場所まで運搬し，船底を開いて浚渫土を直接投入し
た。
また，出島地区では「箱型土運船」で運搬した浚渫

写真─ 7　「ベルーガD」管理画面

写真─ 8　LNG桟橋前面　グラブ浚渫状況

写真─ 9　法面浚渫ワイドグラブバケット

図─ 2　水平掘削制御装置の原理

写真─ 10　散布台船　覆土状況
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土をバージアンローダ船で揚土した。

5．おわりに

本工事は，国内のエネルギー供給において非常に重
要な役割を果たしている広島港廿日市地区の整備を行
い，将来の安定したエネルギー供給に貢献するもので
あり，責任と大きなやりがいを感じながらの施工と
なった。
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